
　

　麻筍の缶詰原料の収穫は7月下旬から開始され9月上旬には終了致します。弊社中国工場の
松徳豊食品有限公司(ISO9001:2000 HACCP認証済）では麻筍の缶詰も製造しております。
工場からの情報によりますと、主な産地の福建省の天候は、6月に入り気温も高く、雨量も増え麻筍
の生育に適した気候になったとの事です。今後悪天候などの被害を受けなければ、今年の栽培面
積及び生産量は、例年並みになると予測されます。現状生鮮筍の原料価格は昨年並みですが、今
後気温が上がり、生産量が増えると価格は下がると予測されます。
　
　現地では資材費等の値上はありますが、国内外の販売状況が良くない為、現状値上げは難しい
のではないかとの意見がありました。麻筍の収穫はこれから本格的に始まりますので、今後も詳細
に情報を収集し報告致します。ちなみに中国国内の缶詰の生産量は約4万5千トンで、輸出の割合
は、日本約1万8千トン（40％）、欧米約2万5千トン（56％）、韓国約2千トン（4％）輸出しております。

【2018年産ぜんまい情報② 】
・南方産（安徽省産ぜんまい）
　今年の収穫は4月上旬より開始され、5月中旬に終えたとの事です。収穫量は250～260トンと予
測され、昨年より約20％減産すると予測されています。安徽省では年々原料を収穫する農家が減
少しており、人手不足が減産の要因となっています。今年の原料価格は約15％値上げになると予
測されます。

・四川産ぜんまい
　収穫は5月中旬より開始され、6月初旬に終えたとの事です。今年の収穫は60～80トンでした。
収穫当初は高値で推移しておりましたが、終盤には落ち着き、昨年並みとの事です。

・東北（黒竜江省・吉林省・遼寧省産ぜんまい）
　収穫は6月初旬から開始され6月下旬に終えたとの事です。今年の収穫量は300～320トンで昨年
が350～360トンと僅かに減産しておりますが、原料価格に影響はないとの事です。今年の製品価格
は、昨年並みになると予測されます。
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【新商品情報】

【2018年産麻筍生産前状況 】

製造日より６カ月賞味期限

商品説明
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